
2014.12.21 臨時総会第 2 号議案 
 

 
役員等の選任について 

 
一般社団法人東京都トライアスロン連合の現役員の任期満了に伴い、理事、監事及び顧問を

以下の通り選任する。代表理事は西岡真一郎とする。 
 

記 
 
 
１．理事（代表理事･会長） 西岡 真一郎 （継続、小金井市トライアスロン連合） 
２．理事（副会長、記念式典担当） 則井 克己  （継続、八王子トライアスロン連合） 
３．理事（副会長、総務広報担当） 野田 朋芳 （継続、東村山市トライアスロン連合） 
４．理事（専務理事、強化担当）  山倉 和彦  （継続、稲城市トライアスロン連合） 
５．理事（財務・事業担当）  大村 真人  （継続、国立市トライアスロン連合） 
６．理事（技術担当） 井口 大介  （継続、町田市トライアスロン連合） 
７．理事（強化・事業担当）  福渡 純  （継続、渋谷区トライアスロン連合） 
８．理事（地域普及・事業担当） 吉野 たけし （継続、国立市トライアスロン連合） 
９．理事（技術担当） 川添 勝 （継続、墨田区トライアスロン連合） 
10．理事（ITU・JTU 担当）  大塚 眞一郎 （継続、港区トライアスロン連合） 
11．理事（技術担当） 鈴木 仁 （新任、目黒区トライアスロン連合） 
12．理事（女子担当） 小田 智子 （新任、渋谷区トライアスロン連合） 
13．理事（財務担当） 田口 益己 （新任、会長推薦、税理士） 
 
１．監事  名雪 雅義  （継続、立川市トライアスロン協会）  
２．監事  平川 清   （継続、日野市トライアスロン連合） 
 

顧問  北村 文俊 （継続、八王子トライアスロン連合） 
 

以上 
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（一社）東京都トライアスロン連合　組織図  （2014.12.21.第2号議案補足資料）

【上位加盟団体】

【構成員】各代表理事
（加盟団体各1名、TMTU1名）

【正会員39名】
補
助

体
協 【地域組織】 〔正会員〕

1 具志堅　勉

【監事2名】 ● ○ 2 関口　秀之

【理事10～20名】 ● ○ 3 坂東　輝彦

4 有馬　祐尚

● ○ 5 柳沼 憲宏

● 6 岸　英隆

7 宮本　宏史

● ○ 8 有賀　秀典

● ○ 9 松山　文人

【専門委員会】 ● ○ 10 山内　彰

担当理事 ● ○ 11 宮地　由文

○ 12

13 鈴木　信之

14 浅利　峰欣

● ○ 15 谷口　明

委員長 16 渡辺　聖

委員 17 松本　伸也

● 18 相馬　俊雄

● ○ 19 北村　文俊

役員 ● ○ 20 名雪　雅義

1 理事（会長） 西岡 21 古代　眞琴

2 理事（副会長） 則井 ○ 22 高橋　正典

3 理事（副会長） 野田 ○ 23 大西　喜代一

4 理事（専務理事） 山倉和 24 鈴木　敏明

5 理事 大村 ● ○ 25 池田　篤司

6 理事 井口 ● ○ 26 西岡　真一郎

7 理事 福渡 ● 27 田口　耕二

8 理事 吉野 ● ○ 28 平川　清

9 理事 川添 ● 29 鬼塚　三男

10 理事 大塚 ● ○ 30 宮原　保彦

11 理事 田口 ● ○ 31 吉野　たけし

12 理事 鈴木仁 ● 32 堀　義裕

13 理事 小田 33 浜田　裕一

34 宗田　恵世子

監事 名雪 ● 35 岡部　弘善

監事 平川 36 加藤　範夫

37 山倉　和彦

顧問 北村 38 飯島　健二郎

● ○ 39 平山　一郎

事務局長 22 19 ※○：体協加盟、●補助金申請

事務局 佐藤 1 千代田区

2 文京区

○ 3 杉並区トライアスロン連合

4 豊島区

5 板橋区トライアスロン連合

6 昭島市

7 調布市トライアスロン連合

8 福生市

9 武蔵村山市

10 羽村市

11 あきる野市

町田市トライアスロン連合

事務局

運営会議
（執行会議）

財
務

品川区トライアスロン連合

清瀬市トライアスロン連合

小金井市トライアスロン連合

小平市トライアスロン連合

練馬区トライアスロン連合

日野市トライアスロン連合

武蔵野市トライアスロン連合

三鷹市トライアスロン連合

青梅市トライアスロン協会

足立区トライアスロン連合

葛飾区トライアスロン連合

伊豆大島トライアスロン連合

東村山市トライアスロン連合

国分寺市トライアスロン連合

国立市トライアスロン連合

狛江市トライアスロン連合

多摩市トライアスロン連合

稲城市トライアスロン連合

西東京市トライアスロン連合

東久留米市トライアスロン連合

東大和市トライアスロン連合

大田区トライアスロン連合

世田谷区トライアスロン連合

目黒区トライアスロン連合

府中市トライアスロン連合

八王子トライアスロン連合

立川市トライアスロン協会

荒川区トライアスロン連合

北区トライアスロン連合

江戸川区トライアスロン連合

総
務
・

広
報

（公社）日本トライアスロン連合Ｕ（ＪＴＵ）

中央区トライアスロン協会

港区トライアスロン連合

新宿区トライアスロン連合

台東区トライアスロン協会

墨田区トライアスロン連合

江東区トライアスロン連合

渋谷区トライアスロン連合

中野区トライアスロン協会

総会

技
術

事
業

地
域
・

普
及

女
子

強
化

理事会
監事

（1名）
東京ブロック協議会

承認JTU理事

推
薦

（公財）東京都体育協会

未
加
盟
組
織

加
盟
組
織
3
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（一社）東京都トライアスロン連合Ｕ（ＴＭＴＵ）

東京ブロック協議会規

定款
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（2014.12.21.第 2 号議案補足資料） 
 

専門委員会のミッション及び主な業務内容 

 

■総務・広報委員会 

法人運営、事務局業務、広報活動等の指示及び管理業務の実施。 
・ 会議運営（理事会・総会の開催、資料、連絡等の事務局指示） 
・ 法人登記業務 
・ 事務所の管理業務（契約、更新含む） 
・ 規程の整備（新規、改訂等） 
・ 書類・備品・消耗品等の管理（事務局指示等） 
・ ＨＰの管理（内容更新、委員会及び理事会の要望対応） 
・ 関係者への連絡業務（正会員、連絡員、役員） 
・ 広報活動拡充の提案 
・ 協賛・協力・後援団体等の検討、実務対応 
・ 外部監査・内部監査の対応 
■財務委員会 

会計処理の適正化に向けた業務の遂行。 
・ 決算業務（月次、四半期、期末） 
・ 収支予算案の作成及び管理 
・ 資金繰り、現預金の管理 
・ 主催事業の予算作成、予算管理 
・ 収益拡大の提案、原価圧縮の検討 
・ 補助金業務（検討・申請・精算） 
・ 支払業務と請求業務（交渉・契約・請求・入出金管理・未収未払対応） 
・ 資産運用業務（検討・交渉・契約・管理） 
・ 外部監査・内部監査の対応 
■事業委員会 

理事会、他専門部会、事務局と連携をとりながら以下の業務を行う。 
・ 大会、記録会、練習会、講習会等の事業の企画および実施 
・ 上記事業に関わる調達、会計業務 
・ 上記事業における参加者への各種対応業務 
・ 上記事業における関係機関との連絡、折衝、調整業務 
・ 理事会、他専門委員会からの依頼事項に対する対応 
・ その他、TMTU の事業にかかわる必要な事項の実施 
■技術委員会 

理事会、他専門部会、事務局と連携をとりながら以下の業務を行う。 
・ 主催・主管大会における競技内容の企画および実施 
・ 主催・主管大会の競技役員の推薦（理事会承認） 
・ 審判講習会など審判育成事業の企画および実施 
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（2014.12.21.第 2 号議案補足資料） 
 
・ 研究会など審判技術／競技運営の向上のための活動の企画および実施 
・ 国内外の大会への所属審判の派遣、参加奨励および支援 
・ 理事会、他専門委員会からの依頼事項に対する対応 
・ その他、TMTU の事業にかかわる必要な事項の実施 
■強化委員会 

ジュニア層のタレント発掘、エリート層は国体や日本選手権地域代表クラスの強化、都体協強化

事業の遂行。 
・ 日本選手権東京ブロック地域推薦選手の認定 
・ 国体代表選手選考 
・ 認定記録会による級認定 
・ ドラフティング講習会の開催 
・ 東京都体育協会の強化関連事業の開催 

①国体候補選手強化事業（合宿・大会派遣） 
②オリンピック候補選手強化事業（大会派遣） 

・ 上記対象選手の選考 
・ 強化指定選手の活動環境把握（年間計画予定） 
・ 担当区分案：ジュニア（原田隆史）、国体（福渡）、オリンピック候補（山倉和）、女子（関根） 
■地域・普及委員会 

地域組織の活動の支援及び東京ブロック協議会との連携、普及活動全般に関する業務の実施。 
・ 全区市の地域組織の立ち上げの推進、TMTU 未加盟組織の加盟推進 
・ 地域体協加盟組織への体協業務の支援、地域体協未加盟組織の加盟支援 
・ 地域組織の活動の活性化に関する支援等 

定期及び不定期の TMTU と地域組織間の交流の推進 
地域組織間の連絡会議の推進 
地域周辺組織との合同事業の推進 
地域組織の事業への支援の強化 
地域組織存在と活動の PR 
地域組織の理事会、総会、懇談会への地域普及関係者の出席の推進 

・ その他 
■女子委員会 

女子登録会員の増加及び女子トライアスリートの普及拡大を目指し、女子選手の意見反映・環境

充実・参加拡大等についての施策等を協議。 
・ TMTU 所属女性 JTU 登録会員へ女子委員会への参加の呼びかけをする。 
・ 女子選手の潜在的な忌憚のない要望や大会への意見を常時上げてもらい、それらを大会に反映

して女子が参加しやすい大会にしていく。 
・ 女子登録会員３０％を目指し女子選手へのサービスについて女子委員会に検討会を設置する。 

 
以上 
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